
　　　　　　　　　　　　襲　　刊　⑳　欝

　未學の致官は教窒で學生に一鋼識を授げ，致育するという任務をもつてい

る’とと．もに，女た自ら縄えす學衡の研究に努カすぺき義務をもつている筈

である、この度，わが島根大馨の教官講氏が，そ牝ぞ牝の專門分野に於い

て研究をつ史けている威果の一端を取り率と軌「島根大學論集」として襲

表することになつた・誠に必要にして且つ有亭義放企てで私の欣快とする

ところである。

　ここに第一號を護刊して世に鳶くるに當り，な鳶今後一暦のiき多　威果

を1おさめ多以て撃界に寄輿せんことを念願するが故に，何とぞ大方の忌輝

なき批制を郵塾してやまない。
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